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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年7月18日(2013.7.18)

【公開番号】特開2011-50731(P2011-50731A)
【公開日】平成23年3月17日(2011.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-011
【出願番号】特願2010-128941(P2010-128941)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/087    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ   5/08    ２００　

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月30日(2013.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　測定された呼吸可能ガスのフローを表すデータにアクセスするための、少なくとも１つ
のプロセッサを有するコントローラを備えており、
　前記コントローラが、さらに、
　前記データにおける換気量の短期の測定値から第１の測定値を判定し、
　前記データにおける換気量の長期の測定値から第２の測定値を判定し、
　前記第１の測定値を、前記第２の測定値における第１および第２の割合と比較し、
　前記第１の測定値が、前記第１の割合を下回っているとともに、その後の第１の期間に
おいて、前記第１および第２の割合の範囲を超えていない場合に、前記比較に基づいて、
前記呼吸低下の検出を示す、ように構成されている、
呼吸低下検出装置。
【請求項２】
　前記換気量の短期の測定値は前記データにおける短期の分散であり、前記換気量の長期
の測定値は、前記データにおける長期の分散である、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記第１の割合が前記第２の割合よりも小さくなっており、前記コントローラが、さら
に、前記第１の期間において、前記第１の測定値が前記第１の割合を超えていない場合に
、呼吸低下の検出を示すように構成されている、請求項１又は２のいずれかに記載の装置
。
【請求項４】
　前記第１の割合が前記第２の割合よりも小さくなっており、前記コントローラが、さら
に、前記第１の期間において、前記第１の測定値が、前記第１の割合を超えているけれど
も、前記第２の割合を超えていない場合に、呼吸低下の検出を示すように構成されている
、請求項１又は２のいずれかに記載の装置。
【請求項５】
　前記コントローラが、さらに、前記データからフロー制限の測定値を検出するように構
成されており、前記呼吸低下における前記検出を示すことが、さらに、閉塞性を示してい
るフロー制限の前記測定値に基づいている、請求項１又は２のいずれかに記載の装置。
【請求項６】
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　前記第１の測定値と前記第１の割合との前記比較は、約１０秒から１５秒間の呼吸フロ
ーデータから計算されたＲＭＳ値が、約５０秒から７０秒間の呼吸フローデータから計算
されたＲＭＳ値の約５０パーセントからなる閾値を下回っているか否かの判定を示し、前
記第１の期間は約３秒から８秒間である、請求項１から５のいずれかに記載の装置。
【請求項７】
　前記第２の測定値と前記第２の割合との前記比較は、約１０秒から１５秒間の呼吸フロ
ーデータから計算されたＲＭＳ値が、約５０秒から７０秒間の呼吸フローデータから計算
されたＲＭＳ値の約７５パーセントからなる閾値を下回っているか否かの判定を示す、請
求項１から６のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　前記コントローラが、さらに、第２の期間において、前記第１の測定値が前記第２の割
合を超えるまで、さらなる呼吸低下の検出を遮断するよう構成されている、請求項１から
７のいずれかに記載の装置。
【請求項９】
　前記さらなる検出の遮断は、前記第１の測定値と前記第２の割合とを比較するステップ
を含んでおり、この比較ステップは、約１０秒から１５秒間の呼吸フローデータから計算
されたＲＭＳ値が、約５０秒から７０秒間の呼吸フローデータから計算されたＲＭＳ値の
約７５パーセントからなる閾値を超えているか否かの判定を表しており、前記第２の期間
が、約１０秒から２０秒間である、請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　さらに、フローセンサを備え、前記コントローラが、該フローセンサを用いて測定され
た呼吸可能ガスのフローを判定するようさらに構成されている、請求項１から９のいずれ
かに記載の装置。
【請求項１１】
　さらに、患者のために大気圧よりも高い圧力を有する呼吸可能ガスを生成するように構
成されているフロー生成器を備え、前記コントローラが、検出された呼吸低下に基づいて
、圧力治療レジメンにしたがって呼吸可能ガスを生成するようにフロー生成器を制御する
ようさらに構成されている請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　測定された呼吸可能ガスのフローから呼吸低下を検出するための装置であって、測定さ
れた呼吸可能ガスのフローを表すデータにアクセスするための、少なくとも１つのプロセ
ッサを有するコントローラを備えており、
　前記コントローラが、さらに、
　前記測定されたフローから換気量の長期の測定値を判定し、
　前記測定されたフローから換気量の短期の測定値を判定し、
　換気量の前記長期の測定値の割合としての閾値を決定し、
　換気量の前記短期の測定値と前記閾値との第１および第２の交叉部分によって区切られ
ている領域を測定し、
　前記測定された領域を用いて、前記呼吸低下を検出するように構成されている、
装置。
【請求項１３】
　前記コントローラが、換気量の前記短期の測定値が前記閾値を下回ったときから、前記
短期の測定値が前記閾値を超えたときまでの期間における、前記閾値と前記短期の測定値
との間の差異を積分することによって、前記領域を測定するように構成されている、請求
項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記コントローラが、前記短期の測定値が前記閾値を下回ったときから、前記短期の測
定値が前記閾値を超えたときまでの期間における、複数のサンプル値の差分を積算するこ
とによって、前記領域を測定するように構成されており、各サンプル値の差分が、前記閾
値のサンプル値と換気量の前記短期の測定値のサンプル値との間の差異である、請求項１
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２に記載の装置。
【請求項１５】
　前記コントローラが、前記第２の交叉部分の検出によって開始される不応期間において
、さらなる呼吸低下の検出を遮断するようさらに構成されている、請求項１２に記載の装
置。
【請求項１６】
　前記コントローラが、さらに、換気量の前記短期の測定値と前記閾値とを不等式によっ
て比較することによって、前記第１の交叉部分を検出したときに、前記領域の前記測定を
始動するように構成されている、請求項１２に記載の装置。
【請求項１７】
　前記呼吸低下の前記検出が、前記第１の交叉部分から前記第２の交叉部分までの時間が
約１０秒間を超えることを条件としている、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記換気量における前記短期の測定値が、呼吸可能ガスのフローの測定値における絶対
値の半値を第１の時定数を用いてロー・パス・フィルタリングして得られる出力値を有し
ている、請求項１２に記載の装置。
【請求項１９】
　前記換気量における前記長期の測定値が、呼吸可能ガスのフローの測定値における絶対
値の半値を第２の時定数を用いてロー・パス・フィルタリングして得られる出力値を有し
ており、該第２の時定数が、前記第１の時定数よりも大きくなっている、請求項１８に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記割合が約７０パーセントである、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記コントローラが、さらに、前記領域の測定値を用いて、前記呼吸低下の重症度を示
すように構成されている、請求項１２に記載の装置。
【請求項２２】
　前記呼吸低下の検出が、前記測定された領域を、少なくとも４パーセントの血液酸素の
飽和度を近似的に示すように選択されている閾値と比較するステップを含んでいる、請求
項１２に記載の装置。
【請求項２３】
　前記コントローラが、前記データからフロー制限の測定値を検出するようさらに構成さ
れており、前記呼吸低下の検出が、さらに、閉塞性を示している該フロー制限の測定値に
も基づいている、請求項１２に記載の装置。
【請求項２４】
　さらに、フローセンサを備え、前記コントローラが、該フローセンサを用いて測定され
た呼吸可能ガスのフローを判定するようさらに構成されている、請求項１２に記載の装置
。
【請求項２５】
　さらに、患者のために大気圧よりも高い圧力を有する呼吸可能ガスを生成するように構
成されているフロー生成器を備え、前記コントローラが、検出された呼吸低下に基づいて
、圧力治療レジメンにしたがって呼吸可能ガスを生成するようにフロー生成器を制御する
ようさらに構成されている請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　測定された呼吸可能ガスのフローから呼吸低下を検出するための装置であって、測定さ
れた呼吸可能ガスのフローを表すデータにアクセスするための、少なくとも１つのプロセ
ッサを有するコントローラを備えており、
　前記コントローラが、さらに、
　前記データから換気量の長期の測定値を判定し、
　前記データから換気量の短期の測定値を判定し、
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　換気量の前記長期の測定値の割合としての閾値を決定し、
　換気量の前記短期の測定値および前記閾値の関数としての呼吸低下の範囲を計算し、
　前記計算された範囲を用いて、前記呼吸低下の重症度を示すように構成されている、
装置。
【請求項２７】
　前記コントローラが、前記計算された範囲の値を出力デバイスに出力することによって
、前記重症度を示すように構成されている、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記コントローラが、換気量における前記短期の測定値と前記閾値との第１および第２
の交叉部分によって区切られている領域を計算することによって、前記範囲を計算する、
請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記コントローラが、さらに、前記計算された領域を、少なくとも４パーセントの血液
酸素の飽和度を近似的に示すように選択されている閾値と比較するように構成されている
、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　さらにフローセンサを備えており、前記コントローラが、さらに、該フローセンサを用
いて、測定された呼吸可能ガスのフローを判定するように構成されている、請求項２６に
記載の装置。
【請求項３１】
　さらに、患者のために大気圧よりも高い圧力を有する呼吸可能ガスを生成するように構
成されているフロー生成器を備えており、前記コントローラが、さらに、前記検出された
呼吸低下に基づいて、圧力治療レジメンにしたがって該呼吸可能ガスを生成するように、
該フロー生成器を制御するように構成されている、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記コントローラが、さらに、前記データからフロー制限の測定値を検出するように構
成されており、前記呼吸低下における検出を示すことが、さらに、閉塞性を示している該
フロー制限の測定値にも基づいている、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　測定された呼吸可能ガスのフローを表すデータにアクセスするための、少なくとも１つ
のプロセッサを有するコントローラを備えており、
　前記コントローラが、さらに、
　前記測定された呼吸可能ガスのフローを表す前記データから、呼吸低下事象を検出する
ことと、
　前記測定されたフローを表す前記データにおいて、前記呼吸低下事象とともに発生する
閉塞性を示す測定値を判定することと、
　閉塞性を示す前記測定値を前記判定することに基づいて、前記検出された呼吸低下事象
を、閉塞性あるいは中枢性に分類することと、を制御するように構成されている、
呼吸低下検出装置。
【請求項３４】
　前記判定することが、部分的な閉塞を検出し、前記分類することが、閉塞性の呼吸低下
事象を記録することを含んでいる、請求項３３に記載の装置。
【請求項３５】
　前記コントローラが、さらに、呼吸の欠如を検出することを制御するように構成されて
おり、前記分類することが、中枢性の呼吸低下事象を記録することを含んでいる、請求項
３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記コントローラが、さらに、検出された別の呼吸低下事象とともに発生する呼吸の欠
如を検出するとともに、前記検出された呼吸の欠如に基づいて、前記検出された別の呼吸
低下事象を記録することを回避するように構成されている、請求項３４に記載の装置。
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【請求項３７】
　患者のために大気圧よりも高い圧力で呼吸可能ガスを生成するように構成されているフ
ロー生成器と、
　フローセンサ、とをさらに備えており、
　前記コントローラが、さらに、前記フローセンサを用いて、呼吸可能ガスの前記フロー
を測定するように構成されているとともに、前記検出された呼吸低下に基づいて、圧力治
療レジメンにしたがって前記呼吸可能ガスを生成するように、前記フロー生成器を制御す
るように構成されている、請求項３３に記載の装置。
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